
■目的・事業概要
子どもの安全を確保し、質の高い保育環境を提供するため、耐震改修を実施する社会福祉法
人に対し、国の補助制度に基づき、建築費用を補助する。
■対象となる保育所
みなみ保育園（４～５年度の2年間で建て替えの計画していましたが、令和5年度の１年で施
工計画に変更となる。令和６年３月末までに完成予定。）
■今後の整備

※保育所建築補助金は継続。保育所建設償還補助制度は、縮小を経て整備計画のある２園
対する補助を持って令和6年度末に廃止予定。

令和4年度の主な事業について：病児・病後児保育事業の現状、へき地保育所の利用状況

④病児・病後児保育事業の現状について

資料６

⑤へき地保育所の利用状況について

⑥保育所等の耐震改修について

■目的・事業概要
へき地地域における保育を要する児童に対し、必要な保育を行い児童福祉の推進を図る。
■対象となる保育所
【北村地区】
・中央保育所：100人定員
・幌達布保育所：50人定員
【栗沢地区】
・美流渡保育所なかよし園：30人定員

■入所状況 （単位：人）

※各年8月1日時点

整備計画年
子ども・子育てプラン計画期間
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■目的・事業概要
地域の児童を対象に当該児童が発熱等の急な病気となった場合、病院・保育所等に付設され
た専用スペース等において看護師等が一時的に保育することで、保護者の子育てと就労の両立を
支援し児童の福祉の向上を図る。

〇病児保育 ～ 病気の児童を預かる保育サービス
⇒岩見沢市病児保育施設（９条西７丁目）

〇病後児保育 ～ 病気から回復途中の児童を預かる保育サービス
⇒岩見沢ひがし認定こども園病後児ルーム（東町１条８丁目）

※病後児保育施設は、R4.3.31で廃止

■利用実績 （単位：人）

■Ｒ４事業見直し内容
〇費用対効果の観点から病後児保育施設は、R4.3.31をもって廃止
〇病後児サービスについては、市がファミリー・サポート・センター事業を委託している「ファミリーサポー
トはぉはぉ」に新たに「病児・病後児」の預かり事業を委託

〇市の委託事業とすることで、次のとおりサービス拡充が図られます。
・未就学児のみ、現在の病児・病後児保育と同じ料金（交通費別途）で預かりが可能
・病児・病後児ともに小学6年生まで預かってもらえることが可能
・未就学児の病児は、預かり先（病児保育施設または、ご自宅）の選択が可能

■ファミリー・サポート・センター事業の実績

〇ファミリー・サポート・センター事業での病児の預かりは、R3まで「ファミリーサポートはぉはぉ」の独自
事業、R４からは市の委託事業

H30 R1 R2 R3
R4

(4~7月)

登録児童 196 202 112 121 61

延べ
利用数

病児 139 113 49 132 23

病後児 26 20 1 3 －

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 R4

中央 45 38 35 36 31

幌達布 9 11 7 0 0

美流渡 8 8 8 8 2

H30 R1 R2 R3
R4

(4~7月)

依頼会員登録者数 81 143 181 201 224

提供会員登録者数 38 43 48 53 58

両方会員登録者数 - - 5 6 6

延べ利用数 141 427 409 454 129

うち病児 - - - - 0


